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Abstract

Th,principal fOcus of this paper will be on status management within the``Individual language

managemcnt''such as what the prOblems are in the languages for cach individual and how she or
he copes with thOse problems.Fronl a standpoint of Language Management Theorypthe analysis of

the intervicws cOnduCtcd in SingapOre,N[alaysia,and the Philippines,which are so cancd``Multi

Lingual Societies'', reveals how thc individuals actuany cope with their language prOblems and

what management processes they apply to;simple attuStmcnt or through complex management.

1.は じめに

本稿は、個人がどのような言語管理を行っているのか、すなわち個人言語管理
1)に
つい

て考察を試みるものである。ここで言 う「個人言語管理」とは、個人が言語に関して何を

問題とし、さらにその言語問題にどのように対処しているかを総合的に表している。個人

言語管理の類型としては、石田(2006:12-13)で 席次管理、実体管理、普及管理、習得管理、

世代差についての管理、民族とその文化についての管理、と6つの類型
2)を
挙げているが、

本稿ではその 1つである席次管理、すなわち国内に存在する複数の言語に対してある特定

の社会的機能を与えていく管理のうち、特に地域の英語に関して個人が行つている言語管

理について取り上げることとする。

従来、言語計画 (ま たは政策)については、主に国の政策や教育システムの類型やプロ

セス、その問題点などを扱つた研究
3)が
行われてきたが、そのプロセスに参加する個人が
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どのような立場をとつているかという研究は、あまりなされてこなかつた
4)。
しかし、言

語計画 (政策)が最終的には一人一人の個人を対象とし影響を与えるものであることを考

慮すれば、個人がそれぞれに自身の言語を管理し、また言語計画 (政策)に対してもさま

ざまな対応を行つていること、すなわち本稿で述べる言語管理を行つているであろうこと

は、容易に想像できる
5)。

そこで本稿では、複数のレベルで言語管理が行われているとする言語管理理論に基づき、

実際に個人のレベルでも言語管理が行われていることを具体的な例を用いて明確にし、同

時に個人言語管理の行われ方については言語管理プロセスを用いて分析、考察した。個人

のレベルに焦点をあてて、国 。政府レベルと同様 (も しくはそれ以上)の管理が行われて

いることに注目したことは、本稿の大きな特徴である。なお、本稿では個人のレベルで言

語管理を行つていること、さらに行われた管理のプロセスについてその一端を明らかにす

ることが目的であり、調査対象国およびコミュニティにおける量的な研究ではないことを

断っておきたい。

2.調 査概要

本稿で取り上げる調査の概要は以下のとおりである。

2.1調査対象国

本稿で用いるデータはシンガポール、マレーシア、フィリピンの 3カ 国で行つた半構造

化インタビュー調査から得られたものである。この 3カ 国を選択した理由は、植民地時代

に英語が導入されたなどの社会的・歴史的な共通点を持ちながら 1970年代以降の「国 。政

府レベル」の言語管理に大きな相違点があること、したがって国 。政府レベルと個人レベ

ルの言語管理について相互の影響を考慮し易いこと、 3カ 国ともに複数の言語が存在する

多言語国家であること、などからである。地域の英語に関する対象国の国 。政府レベルの

言語管理については、例を挙げる際にそれぞれ記述する。

2.2調査方法

調査はそれぞれの対象国で行い、調査方法は半構造化インタビュー (英語)を用いた。

まず 2001年 2月 から3月 にかけて、中国系シンガポール人計 6名 に対して調査を行つた。

マレーシア調査は 2002年 9月 から 10月 にかけて行い、代表的な 3民族であるマレー系、
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中国系、インド系から各 6名ずつ計 18名 を調査対象者とした。最後に 2004年 7月 から 10

月にかけてフィリピンで調査を行い、フィリピノ語の基礎であるタガログ語母語話者 3名 、

タガログ語非母語話者 5名 の計 8名 を調査対象者とした。分析の対象は、32名 の調査対象

者全員に行つた共通の質問 (後述)に対する答えであり、全調査対象者から答えを得たが、

本稿ではスペースの関係上、14名 の調査対象者を例として取り上げる。

インタビュー記録の文字化にあたっては、各国の母語話者による校正が行われている。

分析にあたっては、インタビューで述べられた調査対象者の言語的背景を考慮するととも

に、対象国で行われてきた国 。政府による席次管理、実体管理、教育システムなどの言語

管理について十分に考慮 した。なお、本稿で例を挙げた調査対象者の一覧は第 1表で示し

た。調査対象者を示す記号のうち最初の文字 Sはシンガポールを、Mはマレーシアを、P

はフィリピンを、次の cは中国系、iはインド系、mはマレー系、tはタガログ語母語話者、

nはタガログ語非母語話者を示す。最後の数字は国毎に通し番号としている。

番 号 調査対象国 調査対象者 性別/民族 年 齢

1 シンガポール Scl 男性/中国系 20代

2 シンガポール Sc2 男性/中国系 50千ヽ

3 シンガポール Sc3 男性/中国系 50千ヽ

4 マ レー シア NIIc l 女性/中国系 20代

5 マ レー シア Mc2 女性/中国系 20代

6 マ レー シ ア Mc3 女性/中国系 50代

7 マ レー シア Mi4 男性/イ ン ド系 50代

8 マ レー シア lヽi 5 男性/イ ンド系 50千ヽ

9 マ レー シア Mm6 男性/マ レー系 50fヽ

10 マ レー シア Mm7 /<t*-,/-? v-*1 50代

フ ィ リ ピ ン Ptl 女性/タカ
゛
ロク
゛
20代

12 フ ィ リ ピ ン Pn2 女性/非タカ゛ロク゛ 20代

z,r , e> Pn3 女性/非タカ゛ロク゛ 20代

フィリピン Pn4 女性/非夕がロク゛ 50代

表 調査対象者第 1

2.3調査内容
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インタビューでは H～ 12の 質問項目を用意したが、本稿で取り上げるのは対象国で話さ

れている英語
6)に
ついての質問である。シンガポールでは「シングリッシュを話せますか。

シングリッシュは悪い英語だと思いますか」、マレーシアでは「マレーシア英語というもの

があると思いますか」、フィリピンでは「タグリッシュを知っていますか。タグリッシュを

どう思いますか」という質問をそれぞれ行つた
7)。
これらは、席次管理についての質問の

1つで、英語とその問題について何か述べているか、特に英語のヴァリエーションについ

てどうい う言葉で何を述べているか、に注目したものである。質問はインタビューの中ご

ろに行われ、調査対象者はインタビューにも調査者にも慣れたと思われる頃である。イン

タビュー全体にかかった時間は約 30分から80分であつた。

なお、インタビュー記録を個人言語管理のデータとして扱 うにあたって稿者は「言説Jと

いう概念を用いている。これは以下の理由からである。

インタビューで述べられたことが常に調査対象者の言語管理を表しているとは言えない。

個人は、言語そのものに関する規範以外にも、言語に関して思想や宗教、エチケットなど

に拠る規範を持っていると思われ、場合によって用いる規範が違つている可能性があるか

らである。例えばあるマレーシア人の調査対象者について、普段はほとんど英語を使つて

いると答える一方で、国語としてのマレー語を強く擁護する発言が見られた。稿者はこの

マレー語に関する発言を、言語に関する規範ではなく、思想という規範に拠つた発言であ

るととらえた。このことからインタビュー記録をデータとして個人言語管理のプロセスを

見るためには、インタビューで述べられたこと (表層)が個人言語管理の規範 (稿者はこ

れを「深層個人言語管理」としているが、本稿では単に個人言語管理とする)に従つて述

べられたことか、思想や宗教など他の規範に従つて述べられたことかを分ける必要が生じ

ると言える。稿者はこれを「言説」 (=イ ディオム
助)と いう概念を使用することによつ

て振り分けている。本稿では、分析対象とするインタビュー記録は個人言語管理からの発

言である必要があり、実際その条件を満たしたインタビュー記録をデータとして使用した。

インタビュー記録をどのように個人言語管理から来たものと、それ以外のものに分けてい

るかについては、石田 (2004、 2006)に詳しい。

3.個 人言語管理 (席次管理)の例
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ここでは国別に国 。政府レベルの英語に関する言語管理について述べた後、個人言語管

理の例を挙げ、その内容を管理プロセス
9)(①
逸脱、②留意、③評価、④調整計画、⑤調

整計画の実施)の観点から記述する。言語管理における管理プロセスの 1つのパターンと

しては、国 。政府、個人などの各レベルがそれぞれに持つ自身の言語に関する規範と違う

規範に接 した場合 (逸脱)、 それに気づくかどうか (留意 )、 気づいた場合問題であるとと

らえるかどうか(評価 )、 問題であるととらえた場合、解決策を考えるかどうか(調整計画)、

その解決策を実際に行 うかどうか (調整計画の実施)が挙げられる。もちろん常に全プロ

セスが行われるわけではなく、プロセスの実施のされ方についても個人や場合によって異

なることが予測される。以下に挙げる例では、例ごとにそのプロセスを示している。なお、

調査者の質問は太字イタリックで示 している。また………は前略、中略、後略を示す。

3.1シンガポールの例

シンガポールはマレー系、中国系、インド系などからなる多民族国家であり、国 。政府

レベルの基本的な言語に対する姿勢は多言語使用政策である。マレー語 (国語でもある)、

標準中国語、タミル語、英語の4言語を公用語としているが、英語は行政や教育の言語と

されている。政府は英語 (英国規範)を実質的な第一公用語としている理由を、英語の実

用的な価値 (世界で通 じる言語)と 中立性 (母語話者がいない)にあるとしている。英語

は教育、マスコミなどを通じて広く普及しているが、一方でアクセントや文法、語彙に標

準英語とは異なる部分を持つシングリッシュ (中村 1990)も存在している。政府は、シン

グリッシュを英語であると理解してジングリッシュしか話さない人々の増加を問題である

と して 2000年か ら “Speak Good English MOvement"と い うキ ャ ンペ ー ン を は じめ、 理解

される英語を話すよう国民に呼びかけている。管理プロセスで言えば、政府の言語管理と

しては、人々がシングリッシュのみを話すことは問題であ り、その解決のためにキャンペ

ーンとい う調整計画を実施 していると言えよう。             :
シンガポールの調査対象者に行ったのは、「シングリッシュを話せますか。シングリッシ

ュは悪い英語だと思いますか」とぃ う質問である。調査対象者は計 6人であったが、全員

がシングリッシュとぃ う言葉を知ってお り、存在の認識があった。シングリッシュに対す

る評価は肯定も否定もあったが、肯定的評価をした対象者も場合によっては問題があると

してお り、シングリッシュが言語管理の対象になっていることがわかる。
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例 1:Sc lの場合

Sc lの 答えは非常に簡潔であつた。シングリッシュに対 して肯定的な評価をしてお り、

悪い英語であるとは全く思つていない。 しかしシングリッシュはリラックスしている時に

使 うものであり、「いつ」使 うかについては管理が必要であると述べている。

Can you speak Singlish?

Haha, I thought that l am speaking Singlish. Ha ha. Can l speak Singlish? I' m sure

you can.  I think at times when you are really very relaxed you will speak Singlish.

Do you think Singlish is bad English?

Singlish is bad English?Singlish is a form of English that you use to converse with

people around you. No l don' t think it' s bad English. You just need to know when

to use each.

シング リッシュはどのようなものかとい う質問に対 して

What kind of Singlish. I think the Prime Minister said before you must know when to

use the right English to speak. I think that Singlish is fine as long as you both

can know understand what you are trying to say.

ここで Sc lに は英語とシングリッシュは別なものとの明確な認識があり、話す時、場合

についてそれぞれに規範を持っている態度が見 られる。そ してシングリッシュの存在その

ものには肯定的評価をしているが、使用する場合については調整計画の実施まで管理を行

つていると言えよう。

例 2:Sc 2の 場合

Sc 2は全体的に言語に対する管理が強い調査対象者である。シングリッシュについても、

質問をする前から悪い英語がすなわちシングリッシュであると述べている。

英語の話題から続けて

・―・……。sO, I mean, if the mOther doesn' t speak the proper English, by speaking English

to the child it is imparting the knowledge Of wrong Englisho  Singlish.

Can you speak Singlish?  And do yOu think Singlish is bad English?

What kind of question?  I cannot give g00d answer.  Because, I, I just hate Singlish.

So you' ve asked me, can l speak.  It means I' m forced to speak something l don' t
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like.

シングリッシュの特徴 としては、他の言語の単語を使用 したり、英語の文とは違つた構

成を使用 した りといったことが挙げられ るが、Sc 2は このようなことを言語の乱れ と考え

ているようである。 したがって、Sc 2の シングリッシュに対する言語管理は、シングリッ

シュに対 して非常に強い否定的評価を行い、自身としても使わないといった調整計画の実

施まで行つていると言えよう。

例 3:Sc 3の場合

Sc 3はシングリッシュについて良し悪 しの問題ではなくt感情を表すことができ (上手

く)コ ミュニケーションできるものであるとしている。

Do you think Singlish is bad English?

No, it' s not bad or good, it' s just convenient, communicate, you can express yOur

feelings, I think communication, that' s it, you know. I mean it depends on the

environment, I mean here with you, I ζpeak prOper English. I don' t speak Singlish

with you. But with someone from outside, I can' t speak Singlish, it' s okay, I mean

■t doesn  t matter―・̈・̈・.

…・………Also it depends whO you are with if you are with a minister. But normally, I

think common people yOu can use Singlish, it' s more comfortable, plus l think more

people understand, mOre people understand Singlish than the official English

ここで Sc 3は、英語は外国人や地位の高い人に対 して、シングリッシュは同国人 という

ようにそれぞれに別の役割をあてている。そ してその役割によって相手、場所などの環境

について規範を持っているようである。Sc 3も シングリッシュに対 して肯定的評価を行い

ながら、一方、その使用状況については調整計画の実施まで (調査者に対 してはシングリ

ッシュを使わないなど)言語管理を行っていると考えられる。

今回の調査対象者については、まず全員がシングリッシュに対 してその存在に認識をも

ち、言語管理の対象としていると言えよう。シングリッシュの英語の規範からの逸脱、留

意については、全員に共通 しているが、評価の段階ではそれぞれが自身の規範に照 らして

個人として肯定もしくは否定的評価を行っていることがわかる。また肯定的評価を行って

いる場合でも、使用する場所、相手、場合などについて規範を持ち、初めから逸脱を回避
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するような調整計画の実施を行つていた。否定的評価を行つている場合もシングリッシュ

を使用しないという調整計画の実施まで管理を行つていたと言えよう。

3.2マ レーシアの例

マレーシアはブミプ トラ (マ レー系、先住民族 )、 中国系、インド系などからなる多民

族多言語国家である6国の統一は 1つの言語を使うことによつてなされるという原則に従

い、マレー語が唯一の国語であり公用語であるとされている。教育言語もマレー語が基本

である。英語は第二言語としての地位を与えられているが、実際には社会的機能も含めて

マレー語と同等の地位を得ておりt特に中上流の非マレー系では以前からコミュニケーシ

ョン言語となつている(Asmah 2000:243)。 政府も近年英語の重要性を認識 し、1990年代

からは英語の普及を進めているが、教育制度を含めた英語学習環境はまだ不備であると言

える。現在の政府の英語に対する言語管理としては、英語そのものに対するというよりも、

教師の養成など学習環境の整備が中心であると言えよう。 したがつてマレーシアの国 。政

府レベルにおいては、現在の英語の普及・習得状態は問題であるとの認識はあるが、調整

計画およびその実施の段階ではまだ組織的・効果的な言語管理が十分に行われているとは

言えず、途上の段階であると思われる。

マレーシアの調査対象者に行つたのは、「マレーシア英語というものがあると思います

か」という質問である。調査対象者は計 18人であつたが、マレーシア英語の存在自体を認

識していない対象者もいれば、マレーシア英語の特徴を述べた対象者もいるなど、認識が

様々であった。

例 1:Mclの 場合

Mclはマレーシア英語が存在するか、という質問に対して一言で答えている。

Do you think Malaysian English exist?

Not really.

Mclは 中国系ではあるが、普段から英語をよく使用 している調査対象者である。英語を

日常的に使 う環境ではあるが、マ レーシア英語の存在は認識 していないと言えよう。Mc

lに とってマレーシア英語は言語管理の対象にはなってお らず、 したがつて管理プロセス

も生 じていない。

例 2:Mc2の 場合
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Mc2に とっては、マレーシアの言葉を英語の中で使うことがマレーシア英語である。
・So do you think that Malaysian English exists?

Malaysian English exist? I think sO, ya, Malaysian English exist because people in

Malaysia like to speak with new Malaysian words inside of English words, and then

if foreigners were to listen to us, if we sFeak Malaysian English l dOn' t think they

can really understand

Do you think ―・you speak Malaysian English?

I try nOt tO speak Malaysian English. I don' t think l speak very Malaysian English,

but l have the normal Malaysian “le' s Or le' s'' ・…Or Whatever behind and sometimes

also when l speak English you tend to speak in very weird slang, ya, like not first

slang, just simply speaking, ya

Mc2はマレーシア英語は話さないようにしているが、語尾に leをつけた り、スラング

を使って話すことがあると述べている。ここでMc2はマレーシア英語の存在を認めて問題
であると認識 し、なるべ く話 さないようにしているとい う調整計画の実施まで行お うとし

ている。Mc2に とってマレーシア英語は言語管理の対象 となっていると言えよう。

例 3:Mc3の 場合

マレーシア英語についてMc3は それをマングリッシュと呼ぶといい、普段は使わない語
彙や、母語を入れた りしてよリリラックスするものだと述べている。

Do yOu think Malaysian English exist?

Yes, just as they say they are Singlish, we have Manglish.

Do you see the difference from any Other English?

Oh yes. We have a specific Malaysian variety of English.

Specific Malaysian・ …

I wOuld say itis nOt the regular Malaysian variety of English as spOken by the peOple in a

social setting, we may revert tO mOre vOcabulary that is not of splendid usage, may be

there are sOme in■uences from yOur lnother tOngue,they lnJect that intO your speech to

feel ll10re relaxed.

Do yoЧ  uSe Manglish sOmetimes?

Yes. I find it is a very delightful way Of getting arOund and talking with friends
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・… it' s different.

Mc3は通常のマレーシア英語とマングリッシュは違うものであると認識し、Mc3自 身

は使い分けているように思われる。今回の調査対象者のなかでマングリッシュという言葉

を使つたのはMc3だけであつた。Mc3に とつてマングリッシュは言語管理の対象であり、

肯定的評価を行つてはいるが、使用する場合については規範を持ち、話す相手を選ボとい

う調整計画の実施まで管理を行つていると言える。

例4:Mi4の 場合

Mi4は、現在は 10人中 1、 2人 しか英語を話さずマレーシア英語が存在するとは思えな

いとしている。

マレーシア英語は存在するかという質問に対して

,… ……・・All speak English, so exist. So everyone can speak English l, you go there out

of 10, 9 can speak English, now out of 10 maybe l or｀ 2, other way around is it? I

do not whether l can accept that view. If you ask me at this moment no, maybe 5 years

time maybe because we are not pushing English, we started a few years back, now there

are some people coming forward to learn Englisho Now, I do know think, in future maybe

yes, but now l do not accept.

ここでMi4が述べていることは、マレーシア英語というのはマレーシアである程度英語

が普及 した状態において存在するものだということである。Mi4に とつて現在、マレーシ

ア英語は存在せず、したがつて言語管理の対象にはなっていない。マレーシア英語という

ものに対 して規範を持つているが、その規範を満たすものがまだ存在 していないという状

態であると言える。

例 5:Mi5の 場合

Mi5は マ レーシア英語の存在については、認識 している。

It iS Often claimed that lndian English is one of the varieties of English.  So do

you think Malaysian English exists?

Yes of courseo We… ・ Malaysian English, as we speak, many words are from Malaysian

English. Then sometimes we also, Malay works by borrowing from the English language.

Malay. The structure also sometimes they go like Malay structure. And then sometimes

mix Malay Chinese and lndian, they nix and talk. Mix the structure. This we call
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Malaysian English.

What do you think about the Malaysian English?

Well the grammar l can follow pretty well, so the language is only different from.

Only the talking and writing, we write, but only in talking we use thiso Because I

feel, I'm from Tamil school, and mother tOngue is Tamil. Definitely l have Tamil

influence in my thinking so 1 0ften think in Tamil and l talk, in English my sometimes

be like Tamil. My pronunciation...

Mi5は 書き言葉 と話 し言葉を別々に認識 していて、マ レーシア英語 とい うのは話 し言葉

について存在するものであること、書 き言葉における英語の文法には問題がない と思つて

いる。また このときの 口調などか らも、マ レーシア英語については、特に肯定的な評価も

否定的評価 も行ってお らず、調整計画やその実施について も言及 していない。 したがって

マ レーシア英語についての管理プロセスは留意の段階までであろ うと思われる。

例 6:Mm6の 場合

Mm6は マ レーシア英語については、 よくわからない と述べている。

Have yOu ever heard Of Malaysian English?

Malaysian English. I didn' t heard about that, sOrry to say that l don' t know about

it, Maybe maybe Malay― go Ok le they made Malaysian English maybe they create own,

Malaysian create their own English.

Maybe.

Malaysian creating their own talking of English maybe, but we don' t mix with them,

we don' t know abOut that, I am not sure.

Mm6はマ レーシア独 自の英語が作 り出されていたとしても、そのことに関 して否定的な
評価は行っていないようである。マレーシア英語について一応は考えを述べているが、Mm
6がマレーシア英語について特に何らかの管理を行っているとは思われない。

例 7:Mm7の 場合

次に挙げるMm7はマ レーシア英語は主に発音の部分が違っていると述べている。
Do yOu think Malaysian English exists?

Yes,Of cOurse,Malaysian English whell you talk Malaysian English,you talk in terms ofI
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would say trlllore in terms of accents,in terms of pronunciation,we speak standard English

with Malaysian accents,ofcourse there are one or two wordslike the le you knOw these are

certain like we call it expressions of that are influence you know it was influenced by

Malay the first language, le is the very very unique when you talk about Malaysian

English even Singaporean English,■o le,yes le,can,can or not,sort oム in verbal,in in

what we call it English oral English you see,this is a directinfluence from Bahasa Malayu

or Bahasa Malaysia, but l would say that we talk standard English with Malaysian

accents,yes yes all those thing as Malaysian English was granlnlar is affected and all that

l don't think so,it is not like a dialect but l think IIIore so in terms of pronunciation

Mm7に は標準的な英語をマレーシアの発音で話 しているだけであるとの認識があり、文

法的にマ レーシア英語 と言える英語ではないと述べている。その発音の違いについても特

に問題であるとする態度は見 られず、したがつて、マレーシア英語に関 してMm7が管理を

行つている様子はこの発言からは見られないと言えよう。

今回の調査対象者については、マレーシア英語に対 しては、その存在の有無から認識に差

があると言える。存在を認識 していたとしてもマ レーシア英語の意味するものは対象者によ

つて違い、単純な語尾の違いから文法的な違いまで幅広く、マ レーシア英語についての共通

の認識は見出せなかった。このことは国 。政府において英語に対する言語管理がまだ途上で

あるとい うことの影響も考えられるだろう。言語管理のプロセスについても、調整計画の実

施まで行つている例もあれば、マレーシア英語の存在に対する認識がないため言語管理自体

が発生 しない例もあり、この点についても対象者によつて対応に大きな差がみられたと言え

よう。

3.2フ ィリピンの例

フィリピンは民族的には基本的にマ レー民族であるが、中国、アメリカ、スペイン、ア

ラブなどからの人々との混血が進んでいる国である。7,000以上の島から構成 されること

から言語的には多様で、主要言語だけでも8言語が存在するが、国語はフィリピノ語、公

用語はフィリピノ語と英語である。フィリピノ語とは実際上は首都のマニラ周辺で使用 さ

れているタガログ語に近いが、形式上はフィリピン諸言語を統一 した言語 とされてお り、

その規範および実体はまだ確定されていないものである。教育については二言語教育政策
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をとり、フィリピノ語および英語でそれぞれ決められた科目が教えられるとされているが、

実施に関しては地域や経済格差が大きい。英語はかなり普及しているが、フィリピンで特

徴的なのは、英語とフィリピノ語の頻繁なコー ドスイッチが行われる事である (Pascasio

1984:122)。 その理由について小野原 (1998:66)が 述べている点をまとめると、① 1974年

に開始されたに言語教育政策がフィリピノ語と英語とのコー ドスイッチを推奨したものと

大衆が受けとめたこと、②フィリピノ語の使用領域拡大と地位の向上がある一方で知識語

彙が不足していること、③英語が特定の使用領域と機能に限定されてきていること、など

が挙げられる。フィリピンにおいては、二言語教育政策がその基本的な方針であると言え

るが、その地理的・言語的複雑さなどから、国・政府レベルにおけるフィリピノ語と英語

のコー ドスイッチに関する言語管理は、問題の認識という点も含めて全体的に弱いと思わ

れる。

フィリピンの調査対象者に行ったのは、「タグリッシュを知つていますか。タグリッシュ

をどう思いますか」という質問である。調査対象者は計 8人であつたが、タグリッシュの

存在については、全員が認識 していた。評価については、肯定も否定もあつたが、否定的

評価をしている対象者にしても実際は使用していると述べていた点が注目されよう。

例 1:Pt lの場合

Pt lは タグリッシュとはタガログ語と英語のミックスであり、便利なもので、自分たち

が使っているフィリピノ語はタグリッシュだと思うと述べている。

You know Taglish?

Yah.

How do you think about Taglish?  What is a Taglish?

Taglish, fOr me the mixture of Tagalog and English.

Mixture means?

You both use Tagalog or English¨ ・using that either the Tagalog structure Or the

English structure.

How do think that was, Taglish?

It' s cOnvenient, that' s what we usually use.  I think that' s what we usually use

the Fllipino is l think fOr me is Taglish.  Not really the Filipino but sOmetimes

Taglish is the most cOmmon f6rm Of language we use during conversation.
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Pt lは 、タグリッシュの存在は認識 しているが、そこに否定的評価はなくむしろ便利で

あると肯定的に評価している。Pt lの場合、タグリッシュは言語管理の対象とはなってい

るが、管理プロセスは肯定的評価の段階でとどまつていると思われる。

例 2:Pn 2の場合

Pn 2は タグリッシュを知っており、もし英語で表現できなければフィリピノ語と英語を

組み合わせて表現できると述べている。

Do you know Taglish?

Taglish?

How do you think about Taglish?

It' s okay.  If you can' t express it in English then maybe you can combine it with

Tagalog and English。   ((laughter))

Pn 2は 書 く場合については、すべてを英語で書 くのが難 しい場合は、フィリピノ語 を使

つても、教授も考慮 してくれ ると述べてお り、実際同級生はそ うしているようである。

And yOu just think…・

Yah, but in writing, if you write in English then its whole English, in Tagalog then

whole Tagalog.   But sometimes, professors also consider Taglish, if you can' t

explain, if you can' t・ …if you' re having difficulties in explaining in English so

you can make Tagalog and English, combination.

In speaking?

In writing.

Have you ever seen that?

Yes, to my classmate。  ((laughter))coz some professors they consider¨ ・they consider

okay if you' re…・if you' re having difficulties in writing English so you can have

it in Taglish.  Especially in essay, explanation.

Pn 2は一応の規範を持っているようであるが、その規範に基づ く管理は弱いものである。

談話でも書き言葉でも、 1つ の言語ですべて説明できないとい う問題に対処するためにコ

ー ドスイッチを行っていることを肯定 している。英語とフィリピノ語に関して明確な役割

の認識が見られず、個人 レベルでの言語に対する席次の管理は弱いと言えよう。

例 3:Pn 3の 場合
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Pn 3は タグリッシュを不純 (粗悪)な英語であ り、英語もフィリピノ語も破壊するもの

であると思つている。 しかし実際は自分もタグリッシュを話 しているとも述べている。

Do you know Taglish?

Taglish・ …yes. ((laughter))

How do you think abOut Taglish?

Actually if l have a child, I won' t tolerate my son or my daughter to speak Taglish

because it・…it' s adulterated English, it destroys the English language and it also

destroys the Tagalog language although… ・although…・what do you call this?...you know

the difference of Tagalog and Filipino now?

Yes.

Tagalog is used by the people there, and Filipino can・ äll over.  So it also destroys

the Filipino language so I' m not really into it.  Although l speak Taglish

((laughter)), especially  “okay na?" , its actually English and Tagalog¨・ “okay

na…・'' , 1lke that.   “It' s here na"  ((laughter)).

ここで Pn 3は タグ リッシュについて問題であると思つてお り、自分の子供が話す とした

ら我慢できないな ど、非常に強い否定的評価を しているにもかかわらず、つい使 つて しま

つていると言い、その 自分の姿勢 を笑いとともに述べている。否定的評価はあ り、使わな

いとい う調整計画まではあるようだが、調整計画の実施まで進んではいない。しか しPn 3

にとってタグリシシュは言語管理の対象にはなっていると言えるだろ う。

例 4:Pn 4の 場合

Pn 4は タグリッシュに好感 を持ってはいないよ うである。

Yah. ((laughter))…・So you know Taglish?

Oh yes, Taglish.

How dO you think abOut Taglish?

You know, I dO nOt like. Taglish is like¨ ・you are just pretending, you are  “sosy" ,

you know the wOrd  “sosy'' ? You feel llke a sOcialite¨・in reality you are not,

something like that・ …you speak in…・as if it was an overacting for me. Yah, yah, I

do not like that・ … “Oh cOme here and get my ・̈"  sOmething like that, I dO not like

it, I better speak straight English Or straight Tagalog. Although sometimes I…・I…・I
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also use Taglish but l say it very normal¨ ・when you speak in Taglish, you know… ・for

me…・when you speak in Taglish… ・ “parang pangit sa akin eh'' , I do not like it. 0.A.

((laughter))

Pn 4に タグリッシュに対する否定的な評価はあるが、そこから「なるべく使わない」と

いつた調整計画にはいかず、「普通に (自 分の許せる範囲で)使 う」といつた調整計画とそ

の実施を行つている。タグリッシュは Pn 4に とつて言語管理の対象となっているが、その

否定的評価から行われる管理プロセスは弱くて消極的なものであると思われる。

今回の調査対象者については、タグリッシュについては全員がその存在を認識 していた

が、個人のレベルに関 して言語管理の対象としている場合 とそうでない場合が見 られた。

評価の段階ではそれぞれが個人として肯定もしくは否定的評価を行つていたが、否定的評

価を行 つている場合も、タグリッシュを使用 しないという方向の調整計画にはいかず、否

定的評価を行つていても (許せる範囲で)タ グリッシュを使用するという方向性を持って

いることが特徴的だと思われた。

4.席 次 における個 人言語管理 とその管理 プロセス

今回の調査について言えば、個人が地域の英語に対 して席次管理、すなわち個人言語管

理を行 つていることが、具体的に示されたといえる。シングリッシュ、タグリッシュにつ

いてはその存在を調査対象者全員が認識 していたが、マレーシア英語については個人によ

つて認識に差が生 じていた。この点から考えると、英語に関しては、シンガポールやフィ

リピンではすでに普及の段階を過ぎ、それぞれにシングリッシュやタグリッシュとい う英

語のバ ラエティも登場 していて、その存在は各個人にも十分に認識されていると思われた。

シングリッシュやタグリッシュは個人の席次についての言語管理の対象に十分な り得る存

在であ り、実際に対象 となっていると言えよう。この背景には、国 。政府 レベルの英語に

対する言語管理がある程度まで進んでいることが考えられよう。

一方、マレーシアでは英語に関して国 。政府 レベルでの言語管理が弱く充分に確立され

ていないために、まだ英語は普及の段階の途中である。 したがって英語の管理についても

席次における管理 (席次管理の対象となるほど地域の英語が確立している)と 言 うよりも、

語尾が違 うなどといった正規の英語に対する実体管理に近いと思われた。そ してマ レーシ
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ア英語については、まだその席次について言語管理の対象となり得る存在になっていると

ま:では言えないだろう。

さらにシンガポールとフィリピンについて言えば、英語のバラエティに対する態度が異

なっている。シンガポールでは、シングリッシュをシンガポールの文化であるとして肯定

する態度がある一方で、話す場面 (相手、場所など)については共通の規範が見られ、個

人言語管理が調整計画の実施の段階まで行われていると思われた。またシングリッシュと

一般的な英語とを明確に区別する発言も見られた。このような個人の態度は、シンガポー

ルの国 。政府レベルが行っている言語管理の影響が考えられると同時に、個人としても積

極的で強い言語管理を行つていると言えよう。一方フィリピンでは、評価の段階ではタグ

リッシュを肯定する個人もどちらかと言えば否定する個人もいたが、否定する個人も強い

調整や否定の方向への調整を行つてはいない。またタグリッシュと一般的な英語との役割

の差などが明確に認識されているかも不明であった。このようなタグリッシュに対する寛

容な態度は、国。政府レベルでのフィリピノ語やコー ドスイッチに対する言語管理が弱く、

マスコミなどでもタグリッシュが使用されていることに影響を受けていると思われ、国・

政府レベルの言語管理が非常に強力で個人にもその影響が及んでぃると考えられるシンガ

ポールとの大きな違いであると言えよう。

5. おわ りに

シンガポール、マレーシア、フィリピンで行ったインタビュー記録から、実際に個人が

行つている言語管理とその管理プロセスの例を挙げてきた。今回の調査対象者については、

その多くが個人のレベルで席次 (及び実体)に関する言語管理を行つていることが確認さ
れたと言える。そしてそれぞれの個人は、地域の英語に関しての規範を持っていること、

その規範に照らして問題の認識・評価などの対応を行っていること、そしてその対応につ

いては管理プロセスの形でその一部を明らかにすることができたと思われる。何を問題と

するかは個人によって違いが見られたが、個人が言語の席次について確かに規範を持ち、

問題が生じた際には、時には調整計画や調整計画の実施といったプロセスに至るまで積極

的に実行 していることは、社会全体のなかで、個人がどのような立場をとっているかを明

確に表 していると言えるだろう。同時に、調整計画の実施まで至る積極的な個人言語管理

が、他のレベルの言語管理に影響を与える可能性を示唆しているとも言えよう。
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今後の課題としては、このような個人言語管理について席次管理に限らず実体管理、習

得管理など他の管理についてもさらにデータ収集をすすめていくこと、また調査者や調査

時期、場面などによつて変化する可能性をどのように考慮していくか、などが挙げられる。

これらの課題も含めて今後も個人言語管理についてより明確にし、また他のレベルの言語

管理も含めた大きな枠組みのなかで、その意味を考えていきたい。

注

1)本稿は、石田 (2006)の うち、個人言語管理の席次管理から英語に関する一部分を取
り上げ、地域の英語に対する個人言語管理に焦点をしぼつて考察したものである。個

人言語管理の詳しい概念、類型等などについては石田(2003,2006)を 参照されたい。

2)個人言語管理の類型については、席次管理、実体管理、普及管理については渋谷 (1992:
159-160)を 参考とし、習得管理については Cooper(1989:33-34)を 参考として独立し

た項目として取り上げた。他の 2つについては石田 (2003:200、 2006:12-13)か ら

である。なお、石田以外では、それぞれ席次計画、実体計画、普及計画、習得計画と

なっているが、本稿では席次管理、実体管理、普及管理、習得管理で統一している。

各管理には、他のレベルからの管理に対する対応も含まれる。

3)た とえば本研究で対象地域としたシンガポールにおける Afendras and Kuo(1980)、
岡部 (1984)、 藤田(1993)、 太田(1997)、 Gopinathan(eds.)(1998)、 マレーシアにお

ける Asmah(1979,1982,1987)、 萩原 (1987)、 Karim(1987)、 フィリピンにおける

Conzalez(1984)、 大上 (1997)、 小野原 (1998)、 河原 (2002)な どである。

4)Kaplan and Baldauf(1997:55)に よれば、言語計画という枠組みの中では、教会関係

者など一部の指導的立場にある特別な個人のみが対象となっている。

5)言語計画 (政策)は国 。政府レベルだけでなく、団体、会社、学校家庭、個人などの
各レベルなどでそれぞれに行われ、またそれらのレベル間でも相互に影響し合つてい

る (ネ ウス トプニー 1995:76-79、 1997:29-30、 Kaplan and Baldauf 1997:49-57、

石田 2003:217)と 言える。
6)ア ジアの英語については本名 (1990)な どに詳しい。
7)マ レーシアについては、当初はシンガポールでの質問と同じくマレーシア英語を話す
か、マレーシア英語をどう思うかという質問であつたが、よく理解されないようであ

つたた  め、途中からマレーシア英語があると思うかという質問に変更している。
8)Neustupn,(1989:211-212)では、イディオムを一定の規則を持つた語り方、すなわち

個人個人の言葉遣いとしている。本稿での「言説」はこのイディオムと同義である。

9)管 理プロセスは言語管理理論の大きな特徴である。詳しくはネウス トプニー(1995:
78-79)な どを参照。
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